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新潟・長岡地域の産業界・企業における
人材ニーズ等の現状と課題

原 田 誠 司

図表13　若者個人に求められる成果をあげるための＜能力・資質＞

Ａ　共通基礎資質（必須）・・・＜誠実さ、規律性、責任感、明るさ＞の４つは仕事というよりは人間・若
者の社会生活に共通する必須の基礎資質である。これに、健康（体力）、マナー、倫理（道徳）観を加えて、
人間力に磨きをかける必要がある。

Ｂ　重視する能力・資質 ・・・若者個人が成果を上げるために必要な能力・資質の重要度は、次のように
言うことができよう。
第１位：コミュニケーション（傾聴、発信）力・・・最も重要なのは、相手（上司・同僚等）の意見・
指示等をよく聞くとともに（傾聴力）、自らの意見も明確にして（発信力）、良好なコミュニケーションをとっ
て仕事を進めること。
第２位：主体性・実行力・・・次いで重要なのは、主体的に業務を実行する力（主体性・実行力）である。
そのためには、チームで協働して（働きかけ力、協調性）、業務の段取りを明確にして（業務の段取り力）、
柔軟に対応しながら（柔軟な対応力）進める必要がある。
第３位：専門知識・ノウハウ・・・さらに、良好なコミュニケーションを可能にし、業務を着実に実行・推
進するための裏づけとしての専門知識・ノウハウが必要とされる。専門知識・ノウハウを活用して、課題
を発見し（課題発見力）、創造力を働かせながら（創造力）、課題解決の方策を明確にする（計画力）、
という新専門知識・ノウハウを身につける必要がある。
第４位：若者としての心がまえ・・・上記の３つの能力・資質は若者が仕事を行う上での必須条件であるが、
成果をあげるためにはその先の準備となる心がまえが必要になる。まず、チームで仕事をするなかで不可
欠にたまるストレスをコントロールする術（ストレスコントロール力）を編み出しておく必要があろう。他方で、
情報を分析し自分なりに先を読む（情報収集・分析力、先を読む力）、またそこから、新しい事業等へ
のチャレンジ（チャレンジ精神）の可能性も探る、というような心がまえもしておきたい。



長岡大学は、文部科学大臣が認証する財団法人日本高等教育評価機構によ
る大学機関別認証評価を受け、平成22年３月24日付で、「日本高等教育評
価機構が定める大学評価基準を満たしている」と「認定」されました。
認定期間は、2009年４月１日～2016年３月31日です。2009.4-2016.3

地域志向教育研究とは

　　　　　　　　　　　　　　　　平成 28 年３月　長岡大学地（知）の拠点整備事業推進本部

　長岡大学の「長岡地域＜創造人材＞に関する調査研究」は、平成 25 年９月に、文部科学省の「地（知）
の拠点整備事業」＝大学ＣＯＣ事業（平成 25 ～ 29 年度）に認定されました。
＜地域志向教育研究＞は、この事業の１つであり、次のような内容・特徴を持っています。
ａ 目的・・・地域（新潟・長岡地域）課題解決をめざして、地域課題の教育研究に取組む地域志向
の大学教員を増やすこと。

ｂ 対象・・・教育・研究・社会貢献を地域志向に改革しようとする本学専任教員とする。
ｃ 進め方・・・平成 25 年９月に＜長岡大学「地域志向教育研究」の推進について＞を定めて、
次の方針・ルールで実施しています。
・毎年５月に地域志向教育研究の公募を行い、公正な審査を経て採否を決定する。
・審査は、取組内容の有効性（地域課題との関連）、取組期間（年度末までに成果をあげられるか。
支給契約は単年度とする）、推進体制と経費（体制、費用面で円滑に推進できるか）の３点で行う。

・なるべく多くの教員の取組みをめざすが、毎年、概ね５名・件以上の教育研究を行う。
・教育研究経費は長岡大学の規定に基づいて運用する。予算は 50 万円／１件程度とする。
・当該年度末には、報告者を提出し、成果報告を行うこと。

平成27年度の長岡大学地域志向教育研究テーマ一覧

☆平成 27 年度に実施された地域志向教育研究のテーマの一覧は次の通りです。

☆本ブックレットは平成 27 年度＜地域志向教育研究＞の成果をまとめたものであります。
　平成 27 年度地域志向教育研究発表会は、平成 28 年３月２日㈬に開催されました。

新潟県の中小・地域金融機関による持続可能な社会の形成に向けた金融行動の
現状と問題点、県内企業の環境金融活用現状を探るための調査（継続）

地域企業の経営発展と成長および企業者活動についての研究 北越紀州製紙の
ケース  （継続）

長岡市域の製造業における管理会計システムの普及に関する研究

中越地域製造業の企業系譜と技術系譜作りから見えてくるもの（継続）

新潟における戦争の記憶（継続）

地域産業界が求める若者人材ニーズ等に関する基礎調査

地域の『温泉』の特色と魅力、および地域資源としての活用方向
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文部科学省「地（知）の拠点整備事業」＝大学ＣＯＣ事業（平成25～29年度）

長岡大学ＣＯＣ事業＝長岡地域＜創造人材＞養成プログラム
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